
出 典 ： 令 和 4 年 度 第 一 回 つ く ば 市 障 害 者 計 画 策 定 懇 談 会 会 議 録 資 料 5-2 ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 表 よ り あ さ の 作 成 

https://www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/7/keikaku2.pdf 
 

あさのえくこ議員 2024（令和６）年第１回定例会 6 月定例会議 一般質問資料 １ 【視覚障害者の状況】 
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①同行援護の利用状況
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あさのえくこ議員 2024(令和６)年第１回定例会６⽉定例会議 ⼀般質問資料２ 

 

出典：つくば市障害者福祉ガイドブック つくば市ホームページより追記はあさのによる）
h"ps://www.city.tsukuba.lg.jp/soshikikarasagasu/fukushibushogaishachiikishienshitsu/gyomuannai/3/1/1001357.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに「移動⽀援」があり、視覚
障害で移動に著しい困難を有する
⽅は、介護給付の「同⾏援護」を
〜と案内されているが、ここまで
たどりつくのが⼤変 

項⽬別に分かれてい
れば情報にアクセス
しやすい 

http://#
つくば市
テキストボックス
（



あさのえくこ議員 2024(令和６)年第１回定例会６⽉定例会議 ⼀般質問資料 ３ 東京都新宿区の障害者福祉の⼿引き 

出典：新宿区ホームページ（⾚枠及び⽮印はあさの追記）
https://www.city.shinjuku.lg.jp/fukushi/shogai01_000001_00035.html 

 

PDF ファイルの下にテキストファイルが掲載されており、直
接⾳声読み上げアプリで読み取ることができる。 



あさのえくこ議員 2024(令和 6)年第 1回定例会 6月 定例会議 一般質問資料 4(全 3ページ)

名古屋市高齢者就業支援センター 技能講習就職支援講習

受 講 者 募 集 :

▼
□

⌒

■■■■■
■■■■■

qフ
Eゝ

Eア

E==コ
E==コロ ▼

==ヨ

-
1        日

|ヨ

令和6年度 第¶回

【一般・応用課程】

令和6年7月 24日 (水)～令和6年9月 27日 (金 )
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「同行援護」とは
視覚障害により、移動に著しい困難を有する

障害者等につき、外出時において、当該障害者

等に同行し、移動に必要な情報を提供するとと

もに、移動の援護その他の厚生労働省令で定

める便宜を供与すること。(障害者総合支援法

第5条第4項 )

同行援護のサー ビス内容

①移動時及びそれに伴う外出先において必要
な視覚的情報の支援(代筆・代読を含む)

②移動時及びそれに伴う外出先において必要
な移動の援護

③排泄・食事等の介護その他外出する際に必
要となる援助

「一般課程」と「応用課程」について

一般課程は同行援護に必要な援助 に関する一般的な知識及び技術を習得することを目的とするもので、

同行援護の従業者として、仕事に就 くことができます。応用課程は一般課程において習得 した知識及び技

術を深めるものですが、就業先で役立つ実践的な研修にするため、当センターでは両課程を並行的に行い

ます。

8日 間 受講料 14,000円

<お問い合わせ。お申し込み>  名古屋市高齢者就業支援センター 指定管理者
公益社団法人名古屋市シルバー人材センター

電 話 :052-342-4691  FAX:052-842-4894

ホームページ :https://www.bes―c.com

〒466-0015 名古屋市昭和区御器所通 3丁 目 12番地の 1 御器所ステーションビル 4階
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回 日付 /会場 科 目名 課 程 講 義

1

令和 6年
7月 24日 (水 )

第 1研修室

10:15´ウ10:30 受 付

10:30～ 11:00 開講式、オリエンテーション

1可 :00´V12:00 視覚障害者(児 )福祉サービス 一般 講 義

12:00´V13:00 休 憩

13:00～ 15:00 同行援護の制度と従業者の業務 一般 講 義

15:00´V15:10 休 憩

15:10´▼16:10 障害者(児 )の心理① ― 般 講 義

2
7月 31日 (水 )

第 1研修室

9:30～ 11:30 同行援護の基礎知識 一般 講 義

11:30´V12:30 休 憩

12:30′ ′ヽ14:30 情報支援と情報提供 一般 講 義

14:30´ ′ヽ14:40 休 憩

14:40～ 16:40 代筆・代読の基礎知識 一般 講 義

3
8月 7日 (水 )

第 1研修室

9:30´Vll:30 障害・疾病の理解① 一 般 講 義

11:30～ 12:30 休 憩

12:30´V13:30 障害・疾病の理解② 応 用 講 義

13:30～ 13:40 休 憩

13:40′V14:40 障害者(児 )の心理② 応 用 講 義

8月 21日 (水 )

第 1研修室

9:30´マ15:00

(計90分の休憩を含む )

基本技能 一 般 演 習

5
8月 28日 (水 )

第 1研修室

9:30´Ψ15:00

(計90分の休憩を含む)

応用技能 一 般 演 習

6
9月 4日 (水 )

第 1研修室

9:30～ 15:00

(計90分の休憩を含む)

交通機関の利用 応 用 演 習

7
9月 11日 (水 )

第 2研修室

9:30～ 12:30 場面別基本技能 応 用 演 習

12:30´V13:30 休 憩

13:30´ヤ16:30 場 面別応用技能 応 用 演 習

8

9月 27日 (金 )

第 2研修室

大会議室

10:45´ ′ヽ12:00 修 了式

13:00´ヤ14:30 介護業界シエア就職フェア

令和 6年度 第 1回 同行援護従業者養成研修 (一般・応用)日程表

☆研修日ごとに、レポー ト(A4:1枚 要約・感想)の提出があります。レポー トの作成時間は、研修時間内に

含まれません。各研修日の終了後に、作成時間を設けます。
☆欠席・遅刻・早退 した場合は、修了できません。また、新型コロナウイルス感染症関連による欠席に

ついて、補講等の救済措置はありませんので、あらかじめご了承 ください。
☆不慮の事態 (暴風警報等の発令)に より日程・科目が変更することがあります。そのための予備日は

9月 18日 (水 )です。

出典 :名古屋市高齢者就業支援センターHP(pl～ 2)

hips:〃www.bes― c.com/wp― content/uploads/2024/05/偶 )-06-同行チラシ.pdf
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◆ぃっ(L群 )◆ 【一般。応用課程 全6日 間】

10月 18日 (水)19日 (木)20日 (金 )

2:日 (土)27日 (金)28日 (土 )

午前 9時から午後 5時 30分 (日 によって違います)

◆どこで (蕩誹)◆ 調布市こころの健康支援センター本館 2階健康活動室ほか

◆だれが(対 蒙)◆ 次の①～④全てにあてはまる人

①調布市内に在住、在動または在学で67歳 (2024年 3月 末時点)まで

②ガイドヘルパーとして実働できる、もしくは希望する

③全日程に出席できる

④学則に同意する

※過去に一般課程を修 了 した人も、もう一度「一般 と応用課程」をセットで

受講 してください

えん

◆いくら(費用)◆ 4,000円  (笠響斜・テキスト筏、税ム 指だ
｀
ざまでに鎧送)

※ほかに演 習にかかる交通費、買物代、食事代などは自分で負担 してください

にん

◆災襲(芝賞)◆  :6メ<整薯あり・
t第ち

暑1償ではありません)

出典 :調布市社会福祉協議会調布市福祉人材育成センターIP(p3)

htpsi//images.chOfu_city.ip/e/026/026733/ile5.pdf
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つくば市
テキストボックス
出典：環境省「使用済紙おむつの再生利用等に関するガイドライン」啓発パンフレット (https://www.env.go.jp/content/000043593.pdf)






